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案」（Fondo para el ingreso ciudadano de la niñez）であった⑴。同法案は，その後
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何度も内容を一部修正しながらも再提案されている（Repetto, Díaz Langou y 















































（Barbeito y Lo Vuolo 2009）。また，ロ・ブオロは，2009年に実際に導入された
「普遍的子ども手当」の給付の条件に関して，それはターゲティングであり，
懲罰的コンディショナリティーであり，受給できるのは一時的であり，現金


















































目した理由は以下の 2 点である。第 1 に2009年時点で条件付現金給付プログ
ラムは，ラテンアメリカのほとんどすべての国において実施されている
（Banco Mundial 2009, 1）。ラテンアメリカにおける条件付現金給付政策の起源
は，1995年ブラジルのカンピーナス州のプログラムと，1997年にメキシコ連
邦政府が始めたプログレッサ（教育・医療・食料）プログラム（Programa de 






































（Finnemore and Sikkink 1998, 896-905）。この場合規範とは，序章で述べたシュ



















































たのは，第 2次世界大戦後に成立したペロン（Juan Domingo Perón）政権期の
1957年の政令1957号によってであり，民間企業のすべてに対して毎月家族手
当の支給を義務化し，そのために年金金庫が管理する基金への拠出金の支払
























































disciplinario para el Estudio de Política Públicas: CIEPP）から『排除に抗して：
ベーシックインカムの提案』が出版されたことがきっかけであった（Lo Vuo-
lo y Barbeito 1995）。同書は，ヨーロッパにおいてベーシックインカムのアイ






オフェが1994年にロンドンで開催された第 5 回 B.I.E.N 大会への彼らの参加





インカム・ネットワーク（Red Argentina de Ingreso Ciudadano）が組織された。
その後，2000年にはアルゼンチンにおける反政府系の労働組合ナショナルセ
ンターであるアルゼンチン労働者センター（Central de los Trabajadores de la Ar-
gentina: CTA）は，ベーシックインカムの制定を提起した⑸。アルゼンチン労
34































ルのボルサ・エスコラ・プログラム（Programa Nacional de Bolsa Escola）や貧
困・児童労働根絶プログラム（Programa de Erradicaçao do Trabalho Infantil）等













































なされたが，その 4 分の 1 が世界銀行の融資であり，2003年には 6億ドルの
支出のうちに世界銀行の融資は50パーセントを超えると推定されると同行の





















































































どものためのベーシックインカム基金（Proyecto de ley: Fondos para el ingreso 
40


























































かの野党と同盟を組みデ・ラ・ルーア（Fernando de la Rúa）連合政権を形成
するに至った。しかし，彼女は同政権の新自由主義的政策を批判し，2000年
に同党を離れ「平等な共和国によるアルゼンチン人党」（Argentinos por una 
República de Iguales: ARI）を結成し，2003年の大統領選挙に ARI の候補とし
て出馬した。その時の選挙公約⒀のなかに上述した子ども手当法案が，高齢









































































全体 0～13 14～22 23～64 65以上
貧困率 26.9 40.5 34.8 21.2 11.0 
非最貧困率 18.2 26.2 23.7 14.8 7.8










政権の後を受けて2007年に夫人のクリスティーナ（Cristina Fernández de 
Kirchner）政権が発足した。キルチネルはペロン党党首に就任し，キルチネ
ルおよびクリスティーナ政権の評価が問われる上下院議員を選出する中間選
挙が2009年 6 月28日に実施された。中間選挙では 4年任期の下院の半数と 6
年任期の上院の三分の一を選出する。下院議員は州ごとの比例代表制であり，
































　2009年 4 月にはアルゼンチン第 2 の州サンタフェ州に基盤をもつ社会党が



































バーエス（Francisco de Narváez）下院議員が2009年 8 月に子ども手当を提案

























エリサ・カリオ下院議議員ら 野党左派 2008年 5 月 子ども全員 ○
エクトル・レカルデ下院議員 与党左派 2008年 7 月 社会保険と組合せ ○









2009年 5 月 子ども全員 ○
フランシスコ・デ・ナルバーエ
ス下院議員ら
野党中道 2009年 8 月 社会保険と組合せ ○
（出所）　アルゼンチン下院サイト（http://www.diputados.gov.ar/frames.jsp?mActivo=proyectos&p= 
http://www1.hcdn.gov.ar/proyectos_search/bp.asp 2013年8月13日閲覧）；Repetto, Díaz Langou y 
Marazzi （2009）。
（注）　政党で明確に新自由主義を批判している場合は，左派とした。
　急進党はホームページに民主社会 (democracia social) の政党と規定しているため中道左派とし
た。
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も手当の採決を促す姿勢を示していた（Clarín 19 de octubre de 2009）。その後
もエリサ・カリオ下院議員の市民同盟（Coalición Cívica）が急進党，社会党
やその他の野党勢力と歩調を合わせて政府に子ども手当の制定を求めていっ
























































































































































紙ウェブサイト，2014年 2 月 6 日閲覧。
⑺　http://www.trabajo.gov.ar/jefesdehogar　労働・社会保障省ウェブサイト，
2013年 1 月29日閲覧。






⑽　2013年 9 月16日ブエノスアイレス CIEPP において，Rúben Lo Vuolo, Alberto 
















⒄　2013年 9 月16日，CTA を構成する有力組合国家公務員組合（Asociación de 
Trabajadores de Estado: ATE）の国際担当委員 Ruben Garrido とのインタビュ
ー。





















給対象外としている。2013年 9 月17日，社会保険局 ANSES 職員とのインタビ
ューにおいて。
　2013年 9 月17日，社会保険局（ANSES）職員とのインタビューにおいて。
　2013年 9 月12日，Hector Ricalde 下院議員事務所での同政策秘書とのインタ
ビューにおいて。
　2013年 9 月17日，社会保険局（ANSES）職員とのインタビューにおいて。
　2013年 9 月16日，ブエノスアイレス CIEPP での，Rúben Lo Vuolo，Alberto 
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